










Ⅰ.はじめに 

近年,医療の進歩にともない,従来は妊娠不可能であった重症心疾患合併妊婦が増加してお

り,このようなハイリスク妊娠の安全管理方式の確立が望まれている。 

循環器疾患合併妊娠の母児安全管理班では現状に見合った安全管理指針を作成する目的で,

昭和 58 年度は研究協力者の所属施設における実態調査ならびに検討をおこない，昭和 59

年度は周産期母児管理班の全所属施設における実態調査を実施し報告している。 

最終年度である昭和 60 年度は,この結果を踏まえ,循環器疾患合併妊娠における妊娠許可

基準のためのチェック項目に関する検討,および予後判定に資する新しい「試み」につき検

討したので報告する。さらに昭和 59 年度は周産期母児管理班の所属施設中 20 施設の協力

による調査結果を報告したが,あらたに 4施設からの協力が得られたので追加して 24 施設

の成績をまとめて報告する。 


